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問
：
中
学
校
の
部
活
動
は
、

人
間
関
係
を
学
ぶ
上
で
の
貴
重

な
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
仲
間

た
ち
と
汗
を
流
す
こ
と
で
よ
り

一
層
の
信
頼
関
係
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
有
意
義
な
も
の
で
す
。

　

市
内
に
は
、
優
秀
な
成
績
を

残
す
生
徒
た
ち
が
大
勢
い
ま
す

が
、
通
学
校
に
部
活
動
が
な
か

っ
た
り
、
校
外
の
ク
ラ
ブ
で
活

動
す
る
生
徒
が
市
代
表
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
も
市
と
し
て
何
ら
か

の
補
助
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、

現
状
を
伺
い
ま
す
。

　

答
（
教
育
長
）
‥
ご
指
摘
の

と
お
り
部
活
動
は
、
生
徒
の
自

主
性
、
協
調
性
、責
任
感
、連
帯

感
を
育
成
す
る
と
と
も
に
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
こ

と
で
健
全
な
心
身
も
育
成
で
き

る
有
意
義
な
教
育
活
動
で
す
。

そ
の
重
要
性
か
ら
部
活
動
の
活

性
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
し
て
い
ま
す
。

　

答
（
教
育
部
専
任
参
事
）
‥

現
在
、
部
活
動
以
外
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
動
し
、
大
会
で

活
躍
し
て
い
る
生
徒
が
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、
補

助
金
に
も
限
り
が
あ
り
、
ど
の

活
動
を
補
助
対
象
と
す
る
か
判

断
が
難
し
い
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
。　

　

し
か
し
、
部
活
動
に
加
入
し

て
い
る
生
徒
と
同
様
に
市
代
表

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
現
状
を

考
え
る
と
何
ら
か
の
対
応
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

問
：
厚
木
駅
周
辺
地
区
は
、

第
四
次
総
合
計
画
に
お
い
て
市

街
地
の
再
開
発
と
し
て
実
施
計

画
書
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
し
か

し
、　

年
４
月
の
機
構
改
革
に

２４

よ
り
区
画
整
理
や
再
開
発
に
特

化
し
た
市
街
地
整
備
課
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
で
今
後
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
推
進
が
図
ら
れ
る
も

の
と
期
待
し
ま
す
。
厚
木
駅
周

辺
開
発
の
構
想
と
投
資
に
対
す

る
中
長
期
的
な
事
業
効
果
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
‥
構
想
は
、
事

業
効
果
が
見
込
ま
れ
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
早

期
事
業
化
を
目
指
し
ま
す
。
駅

直
近
の
立
地
条
件
を
生
か
し
、

民
間
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
店
舗

な
ど
の
複
合
施
設
や
駅
前
広
場

を
整
備
す
る
こ
と
で
事
業
の
採

算
性
と
付
加
価
値
を
高
め
ら
れ

る
と
考
え
ま
す
。

　

答
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
‥

設
置
す
る
公
共
施
設
の
内
容
規

模
に
よ
り
増
減
し
ま
す
が
、
全

体
事
業
費
を　

億
円
以
上
と
想

５０

定
し
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
交

付
金
を
確
保
し
、
権
利
者
の
負

担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
既
成
市
街
地
に

お
け
る
事
業
の
た
め
、
海
老
名

駅
西
口
地
区
の
市
街
化
調
整
区

域
で
行
う
区
画
整
理
事
業
で
想

定
さ
れ
る
税
収
の
増
加
な
ど
短

期
間
で
の
事
業
効
果
は
大
き
く

期
待
で
き
な
い
が
、
当
該
地
域

が
本
来
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
鉄

道
２
線
の
結
節
点
と
い
う
利
便

性
も
改
め
て
見
直
さ
れ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
併
せ
て
、
河
原

口
、
中
新
田
、
さ
つ
き
町
と
い

っ
た
地
区
を
中
心
に
地
域
の
魅

力
向
上
と
い
っ
た
整
備
効
果
も

期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

再
開
発
事
業
は
、
家
屋
な
ど
が

立
ち
並
ぶ
と
こ
ろ
に
新
た
な
街

を
形
成
す
る
た
め
、
権
利
関
係

も
複
雑
で
容
易
な
も
の
で
な
い

　

問
：
市
営
杉
久
保
住
宅
は
、

建
設
さ
れ
て　

年
近
く
経
過
し
、

５０

外
見
上
も
古
び
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
幾
度
か

の
改
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

建
て
替
え
の
時
期
で
あ
る
こ
と

に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
定

例
会
で
上
程
さ
れ
て
い
る
補
正

予
算
に
「
南
部
地
域
公
共
施
設

等
検
討
事
業
」
と
し
て
調
査
検

討
の
た
め
の
経
費
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
建
替
計
画
の
内

容
と
跡
地
利
用
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
伴
い
住

宅
余
り
の
事
態
も
予
想
さ
れ
る

中
、
現
在
の
市
営
住
宅
管
理
計

画
の
目
標
戸
数　

戸
に
つ
い
て

１７０

見
直
す
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

　

答
（
市
長
）
‥
杉
久
保
住
宅

は
、
南
部
地
域
の
公
共
施
設
の

配
置
や
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の

調
査
を
行
う
「
南
部
地
域
公
共

施
設
等
検
討
事
業
」
の
中
で
、

適
切
な
建
替
用
地
の
検
討
と
設

計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

問
：
消
防
団
や
地
域
住
民
で

組
織
す
る
自
主
防
災
組
織
は
災

害
時
の
初
期
対
応
の
要
と
な
り

ま
す
。近
年
、消
防
団
員
の
確
保

に
苦
慮
し
、
欠
員
が
生
じ
て
い

る
消
防
団
も
あ
り
ま
す
が
、
団

員
の
不
足
は
一
人
当
た
り
の
負

担
が
増
え
ま
す
。
団
員
確
保
の

施
策
は
急
務
と
考
え
ま
す
が
、

市
の
現
状
と
県
下
の
充
足
率
を

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
後
に
お
け
る
団
員
の
安
全

管
理
や
活
動
時
の
装
備
強
化
な

ど
消
防
団
の
活
動
環
境
整
備
の

状
況
を
伺
い
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
‥
消
防
団
の
団

員
確
保
や
活
性
化
は
、
東
日
本

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

自
治
会
や
各
企
業
な
ど
と
協
力

し
、
今
後
も
継
続
し
て
消
防
団

の
充
実
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

答
（
消
防
長
）
‥
少
子
化
に

よ
る
若
年
層
の
減
少
や
就
業
構

造
の
変
化
、
地
域
社
会
へ
の
帰

属
意
識
の
希
薄
化
で
団
員
数
は

全
国
的
に
減
少
傾
向
で
す
。
本

市
で
は
、　

年
度
か
ら
減
少
し
、

１２

現
在
の
充
足
率
は　

％
で
県
下

８５

の
充
足
率　

・
５
％
を
下
回
っ

９２

て
い
ま
す
。
団
員
の
安
全
対
策

の
強
化
に
つ
い
て
は
携
帯
無
線

の
導
入
や
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

貸
与
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

問
：
都
市
計
画
道
路
下
今
泉

門
沢
橋
線
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
相

模
線
と
の
上
郷
立
体
は
、
鉄
道

高
架
化
が
困
難
で
あ
る
と
の
こ

　

問
：
少
子
化
が
依
然
と
し
て

進
み
、
本
格
的
な
人
口
減
少
時

代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
、
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
保
障
制
度
の
不
安
や
子
育
て

環
境
の
未
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。今
、

有
効
な
子
育
て
環
境
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
授
乳

や
お
む
つ
替
え
が
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
が
出
先
に
あ
る
こ
と
で
安

心
し
て
外
出
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
他
市
で
既
に
実

施
さ
れ
て
い
る
「
赤
ち
ゃ
ん
の

駅
」
の
設
置
に
取
り
組
む
考
え

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
‥
本
市
は
、「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
と
い
う
名
称
こ

そ
使
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
公
共

施
設
に
お
い
て
「
授
乳
室
」
と

「
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
」
の

設
置
を
進
め
、
子
育
て
家
庭
が

安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
併
せ

て
民
間
施
設
に
も
設
置
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
海
老
名
駅
周
辺
地
区

の
開
発
に
お
い
て
、
関
係
企
業

に
必
要
性
を
説
明
し
、
設
置
に

向
け
て
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　

答
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
‥

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
の
名
称
は

普
及
状
況
に
応
じ
、考
え
ま
す
。

と
で
、
県
か
ら
市
側
に
意
見
が

求
め
ら
れ
、　

年
に
道
路
ア
ン

１７

ダ
ー
に
す
る
こ
と
で
方
針
決
定

し
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
ど
、
県
か
ら
オ
ー
バ
ー
パ

ス
方
式
で
都
市
計
画
変
更
し
た

い
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
事
業
に
関
す
る
市
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
‥
都
市
計
画
道

路
下
今
泉
門
沢
橋
線
は
、
重
要

な
幹
線
道
路
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。
本
事
業
の
早
期
完

成
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
地

元
関
係
者
へ
説
明
の
上
、
理
解

を
得
る
よ
う
、
県
に
対
し
要
望

し
て
い
ま
す
。

　

答
（
建
設
部
長
）
‥
９
月
に

実
施
さ
れ
た
第
３
回
事
業
説
明

会
に
お
い
て
、
立
体
交
差
方
式

の
見
直
し
に
至
っ
た
経
緯
と
、

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
と
オ
ー
バ
ー
パ

ス
と
の
比
較
資
料
に
基
づ
き
、

工
事
手
順
、
事
業
期
間
、
概
算

さまざまな試合で優秀な成績を残す生徒たち

海
友
会　

山
口　

良
樹

下
門
線
整
備
事
業
の

 

見
通
し
は

工
事
費
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
短

所
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
下
今
泉
門
沢
橋
線
整
備

事
業
が
進
ま
な
い
こ
と
に
は
、

下
今
泉
・
上
郷
・
河
原
口
地
区

内
の
市
道
の
道
路
環
境
の
抜
本

的
解
決
は
な
い
状
況
で
す
。
ゆ

え
に
、
市
民
の
安
全
を
確
保
す

る
上
で
も
必
要
不
可
欠
な
事
業

と
認
識
し
て
お
り
、
早
期
事
業

着
手
に
向
け
市
の
役
割
を
果
た

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
明
党　

日
吉　

弘
子

子
育
て
環
境
の

 

充
実
に
向
け

創
新
海
ク
ラ
ブ　

倉
橋　

正
美

厚
木
駅
周
辺
再
開
発
の

 

構
想
は

海
友
会　

森
下　

賢
人

部
活
動
以
外
で
活
躍
す
る

 

生
徒
へ
も
補
助
を

海
友
会　

藤
澤　

菊
枝

市
営
杉
久
保
住
宅
の

 

今
後
は

　

答（
ま
ち
づ
く
り
部
次
長
）‥

建
替
場
所
は
現
地
以
外
の
場
所

と
し
、
建
替
時
期
は
早
期
事
業

化
を
図
り
、　

年
度
完
成
を
目

２６

指
し
ま
す
。
な
お
、
跡
地
は
売

却
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
営
住
宅
管
理
計
画

の
目
標
戸
数
は
、
住
宅
困
窮
者

の
推
計
と
市
内
の
既
存
県
営
住

宅
を
含
め
た
公
共
住
宅
全
体
の

供
給
量
な
ど
を
勘
案
し
て
算
出

し
た
最
低
限
の
数
値
の
た
め
、

現
時
点
で
見
直
す
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
政
に
関
す
る 

一
般
質
問
の
概
要

一
般
質
問
の
概
要 
一
般
質
問
の
概
要

一
般
質
問
の
概
要 
一
般
質
問
の
概
要 

９月１８日、１９日に

議員２０名が市の考

えをただしました。

主な質問、答弁の

要旨を紹介します。

ニ
ュ
ー
市
政
・
み
ん
な
の
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

惣
太

消
防
団
員
確
保
対
策
は

老朽が激しい杉久保住宅

初期対応の要となる消防団員

早期着手が望まれる県道下今泉門沢橋線


